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冒
頭
、大
西
委
員
長
は
「
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
応
え
支
持
さ
れ
る
店
づ

く
り
、商
店
街
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
。
今
後
の

商
店
街
の
あ
り
方
を
中
心
に
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。�

　
最
初
に
、（株）
ラ
ッ
ク
ス
の
古
川
邦

男
氏
が
、昨
年
度
富
山
県
が
実
施

し
た「
商
店
街
実
態
調
査
」「
商
店

経
営
基
本
調
査
」の
調
査
結
果
・
概

要
に
つ
い
て
説
明
。こ
の
な
か
で
、景

況
感
に
つ
い
て
は
ロ
ー

ド
サ
イ
ド
型
や
新
し
い

商
店
街
で
は
や
や
繁

栄
と
し
て
い
る
も
の
の
、

全
体
で
は
八
割
を
越

え
る
商
店
街
で
衰
退

と
し
て
い
る
。
地
域
型

商
店
街
の
業
種
構
成

の
傾
向
は
、飲
食
・
サ
ー

ビ
ス
店
が
増
え
、技
術

や
顧
客
ニ
ー
ズ
と
い
っ

た
付
加
価
値
を
反
映

さ
せ
た
店
が
支
持
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、地
域

商
業
者
に
は
、顧
客
の

声
な
き
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

現
状
を
一
か
ら
見
直
し
、

徹
底
し
た
高
付
加
価

値
や
低
価
格
の
実
現
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、若
手
リ
ー
ダ
ー
な

ど
商
店
街
の
人
材
を
育
成
し
、地

域
住
民
と
の
協
力
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
重
要
で
あ
る
と
解
説
が
あ
っ
た
。�

　
そ
の
後
、事
務
局
よ
り
十
四
項

目
の
商
業
振
興
事
業
計
画（
案
）な

ら
び
に
県
内
大
型
小
売
店
舗
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。�

　
引
き
続
き
、出
席
者
に
よ
る
懇

談
会
に
入
り
、商
店
街
の
空
店
舗

を
活
用
し
交
流
施
設
等
を
設
置
運

営
し
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
、コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
活
用
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
大
山
町
・
戸
出
・
小
矢
部

の
各
商
工
会
よ
り
、現
在
ま
で
の
主

な
取
り
組
み
内
容
、今
後
の
事
業

の
方
向
性
や
課
題
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、運
営
に

関
し
て
積
極
的
な
質
問
や
意
見
が

出
さ
れ
た
。�

�

破
れ
た
お
札
で
も
三
分

の
二
以
上
あ
れ
ば
、
全

額
引
き
換
え
ら
れ
る
。

お
札
の
寿
命
は
一
万
円
札
が
三
・

四
年
で
、千
円
札
が
一・
二
年
ほ
ど

で
あ
る
。
そ
し
て
、人
の
身
体
の

新
陳
代
謝
に
例
え
て「
お
金
は

企
業
の
血
液
」
と
言
う
▼
お
金

の
流
通
量
は
、経
済
活
動
の
活

発
さ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

預
金
と
貸
出
が
好
循
環
し
て
、

景
気
を
押
し
上
げ
る
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、中
小
企
業
向
け
の
貸

出
残
高
は
減
少
を
続
け
る
ば
か

り
で
あ
る
。
貸
出
こ
そ
、金
融
機

関
本
来
の
信
用
創
造
機
能
な
の

だ
が
、そ
こ
の
と
こ
ろ
が
ま
だ
お

ぼ
ろ
げ
で
、焦
れ
っ
た
い
▼
こ
の
十

一
月
に
は
、新
札
三
種
が
発
行
さ

れ
る
。二
年
前
、時
の
財
相
が「
か

な
り
の
経
済
効
果
が
出
て
く
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。二
十
年
ぶ
り
の

新
札
発
行
で
、五
千
円
札
の
肖

像
に
は
女
流
作
家
の「
樋
口
一
葉
」

が
採
用
さ
れ
、日
銀
券
で
初
め
て

の
女
性
の
登
場
で
あ
る
▼
こ
れ
に

あ
や
か
る
わ
け
で
は
な
い
が
、金

融
機
関
の
前
向
き
姿
勢
と
中
小

企
業
の
自
立
的
な
経
営
展
開
で
、

一
日
も
早
く
地
域
経
済
が
活
気

づ
い
て
ほ
し
い
。�

県中小企業研修センターで開催されたまちづくり委員会�

マル経審査委員研修会・女性創業塾�

福井災害：工業ゼミナール�

  商工会組織再編について研究�

商工会訪問元気シリーズ�

商工会NEWS、アドバイス経営�
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研修のご案内�

9月各地イベント案内�
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商
工
会
連
合
会
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
七
月
二
十
一
日
、各
商
工
会
の

商
業
部
会
長
等
約
六
十
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、商
店
街
活
動
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。�
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庄川清流温泉

とっておきのお宿

順不同
〒932‐0395　富山県庄川町　庄川泉源株式会社

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐５８４７８２‐５１１１越 中 庄 川 荘○保 

８２‐６５７６８２‐１２６０三 楽 園○国 

８２‐６５８６８２‐１２５３風流味道座敷ゆめつづり○政 

市外局番（０７６３）
ホテル・旅館名

ＦＡＸＴＥＬ

８２‐６７６８８２‐６７６７ス タ ー リ ー ナ イ ト○Ｐ 

８２‐４５５５８２‐０４１５薬 師 温 泉　 庄 永 閣○政 

８２‐５１６６８２‐５１８８や ま ぶ き 荘○保 

コンピュータによる

商工会の記帳システム
記帳システムによる効果

お問い合わせ・お申し込みは…　商工会

◆めんどうな記帳事務から解放

されます。

◆企業秘密は万全です。

◆経費はほんのわずかです。

多数のマル経審査委員が出席して開催

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
二

十
二
日
、
富
山
市
の
カ
ナ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
小
企
業
等

経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
（
マ
ル

経
制
度
）
審
査
委
員
研
修
会
を
開

催
し
た
。

　

マ
ル
経
制
度
は
国
の
小
規
模
企

業
対
策
に
基
づ
い
た
制
度
で
、
商

工
会
長
の
推
薦
に
よ
り
国
民
生
活

金
融
公
庫
が
取
り
扱
っ
て
い
る

「
無
担
保
・
無
保
証
人
」
の
融
資

制
度
で
あ
る
。
本
研
修
会
は
小
企

業
者
等
の
経
営
改
善
に
寄
与
し
、

制
度
の
厳
正
な
運
用
と
健
全
な
発

展
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

研
修
会
で
は
、
山
本
県
商
工
会

連
合
会
専
務
理
事
の
開
会
挨
拶
の

後
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
総
合
研

究
所
副
所
長
の
橋
本
光
男
氏
が

「
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
経
営
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
。

　

橋
本
氏
は
富
山
県
の
各
デ
ー
タ

を
用
い
、
本
県
に
は
経
済
の
力
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ

の
豊
か
な
恵
ま
れ
た
土
壌
を
生
か

す
に
は
独
創
的
な
発
想
が
必
要
と

提
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

高
岡
支
店
長
の
山
本
信
行
氏
よ
り

「
公
庫
か
ら
み
た
最
近
の
経
済
情

勢
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
も
活
発
な
意
見
・
質
問

が
出
る
な
ど
、
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。
同
研
修
会
に
は
、
審
査

委
員
等
一
〇
三
名
が
出
席
し
た
。

実
践
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授

�
女
性
創
業
塾

　

県
連
合
会
で
は
、
去
る
六
月
二

十
三
日
〜
七
月
十
七
日
ま
で
の
期

間（
平
日
が
四
回
・
土
曜
日
が
三
回

の
全
七
回
・
十
講
座
）
県
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
創

業
塾
」
女
性
コ
ー
ス
を
開
講
し
た
。

　

講
義
に
は
税
務
・
財
務
の
基
礎

知
識
、
創
業
時
の
法
律
の
知
識
、

労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
方
法
な
ど
の
テ

ー
マ
で
十
人
の
講
師
陣
。

　

創
業
を
志
す
二
十
一
名
の
受
講

者
は
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
熱

心
に
講
義
に
耳
を
傾
け
、
活
発
に

意
見
交
換
し
充
実
し
た
講
座
と
な

っ
た
。
最
後
に
各
自
の
事
業
計
画

を
作
成

し
、
夢

を
現
実

に
す
る

た
め
の

一
歩
を

踏
み
出

し
た
。

創業塾で新たな一歩

　

今
年
度
の
総
会
に
お
い
て
新
た

に
就
任
さ
れ
た
新
任
会
長
を
紹
介

し
ま
す
。

地 域 振 興 支 援 事 業

～伝統芸能と特産の味覚を貴方に～

『 １  １ トコとなみ野再発見！ 』開催
イ イ

　地域に伝わる伝統芸能の発表や特産品の実

演体験販売でとなみ野のすばらしさを再発見。

新たな市場、広域ネットワークの強化に向け

て青年経営者が新企画。

　伝統芸能では五箇山のこきりこ、井波の木

遣り踊り等の演舞、特産品体験コーナーでは

利賀のそばうち体験、庄川木地ロクロ体験等

を出店します。

　　主催　商工会青年部砺波ブロック協議会

　　期日　９月１２日 ¶　午前１０時～

　　場所　庄川町水記念公園

　となみ野の歴史と文化にふれる一日、是非

ご家族連れでお越し下さい。

�
�
�
�
�
�

制
度
の
厳
正
な
運
用
を
目
的
に 
―
―

―
―
―
― 
マ
ル
経
審
査
委
員
研
修
会

五
箇
山
商
工
会　

宮
岸
一
郎
（
み
や
ぎ

し
い
ち
ろ
う
）　

歳　

民
宿
宮
岸
、
お

６９

食
事
喫
茶
山
甚
代

表　

平
成
８
年

〜　

年
監
事　
　

１１

１１

年
〜　

年
商
工
会

１５

副
会
長

細
入
村
商
工
会　

水
腰
英
文
（
み
ず
こ

し
ひ
で
ふ
み
）　

歳　

㈲
水
腰
商
店
社

５８

長　

昭
和　

年
６２

〜
平
成　

年
理
事

１１

　
　

年
〜
細
入
村

１１
観
光
協
会
長　
　
１１

年
〜　

年
商
工
会

１５

副
会
長
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富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
工
業

経
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
７
月　

日
、

２３

県
下
商
工
会
地
区
工
業
経
営
者
等

　

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

２８
　

本
年
度
は
「
多
様
化
す
る
経
済

環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
創
造

的
革
新
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
三
事

業
所
を
視
察
し
た
。

　

㈱
プ
リ
テ
ッ
ク
で
は
、
全
国
初

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
複
合
）
型
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に

よ
り
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原

材
料
と

燃
料
油

に
リ
サ

イ
ク
ル
。

富
山
グ

リ
ー
ン

フ
ー
ド

リ
サ
イ

　

被
害
が
大
き
い
十
一
商
工
会
に

お
け
る
商
工
業
者
の
被
災
者
数
は

六
二
八
人
、
床
下
浸
水
三
二
九
棟
、

床
上
浸
水
一
八
九
棟
、
全
半
壊
三

十
六
棟
、
予
想
被
害
総
額
三
十
四

億
円
以
上
に
上
っ
て
い
る
。
美
山

町
で
は
、
橋
に
流
木
が
引
っ
か

か
り
ダ
ム
状
態
と
な
っ
て
溢
れ
、

水
が
泥
流
と
な
っ
て
家
屋
、
商

店
、
工
場
を
呑
み
込
み
流
れ
込

ん
だ
土
砂
は
床
下
に
積
も
っ
た
。

織
物
製
造
業
者
で
は
、
十
台
の

織
機
が
工
場
と
共
に
流
さ
れ
再

建
の
目
途
が
立
た
な
い
状
態
と

な
っ
た
。
事
業
へ
の
影
響
が
深

刻
な
事
業
者
は
三
十
四
事
業
所

で
、
十
二
事
業
者
は
再
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
残
り

二
十
事
業
所
は
廃
業
か
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
に
す
る
か
悩
ん
で

い
る
。

最
悪
自
己
破
産
の
ケ
ー
ス
も

　

被
害
に
あ
っ
た
中
小
企
業
者
が

加
入
し
て
い
た
損
害
保
険
は
火
災

保
険
が
ほ
と
ん
ど
で
、
災
害
の
適

用
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
県
の

制
度
融
資
や
利
子
補
給
を
受
け
る

に
し
て
も
体
力
の
な
い
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
増
に
な

り
、
今
回
の
水
害
を
機
に
廃
業
や

最
悪
の
場
合
は
自
己
破
産
に
追
い

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

移
動
相
談
所
開
設

　

福
井
県
商
工
会
連
合
会
で

は
、
国
、
県
に
対
し
金
融
面

で
緊
急
特
別
融
資
の
創
設
、

既
往
借
り
入
れ
の
償
還
猶
予

措
置
等
、
税
制
面
で
は
法
人

住
民
税
、
固
定
資
産
税
等
の

減
免
要
望
を
す
る
と
共
に
、

経
営
相
談
や
廃
業
を
決
断
し

た
自
営
業
者
等
を
対
象
に
再

就
職
を
支
援
す
る
移
動
相
談

所
を
開
設
し
た
。

経
営
の
備
え
を
再
確
認

　

災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
は
機

器
類
な
ど
へ
の
災
害
保
険
付
保
や

日
頃
よ
り
経
営
の
体
力
強
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
、
今
回
の
災
害

は
危
機
管
理
に
対
す
る
経
営
者
の

備
え
を
再
確
認
さ
せ
る
も
の
と
な

っ
た
。

事業への影響が深刻

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。

�生　　産�

　持ち直している。

�設　　備�

　製造業を中心に増加してい

る。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、引き

続き穏やかに改善している。

�企業倒産�

　件数・負債総額ともに減少

した。

環
境
へ
の
対
応
を

　
テ
ー
マ
に
企
業
視
察

工
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ク
ル
㈱
で

は
、
ス
ー

パ
ー
や
食

品
工
場
か

ら
発
生
す

る
生
ゴ
ミ

等
の
食
品

廃
棄
物
を

バ
イ
オ
ガ
ス
化
技
術
に
よ
り
良
質

な
堆
肥
（
土
壌
改
良
材
）
と
し
、

地
元
の
農
業
法
人
や
造
園
業
界
で

有
効
利
用
し
て
い
る
。

　

黒
部
市
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
㈱
黒
部
事
業

所
で
は
１
９
９
４
年
に
「
Ｙ
Ｋ
Ｋ

グ
ル
ー
プ
憲
章
」
を
制
定
し
、
環

境
と
の
調
和
を
事
業
活
動
の
最
優

先
課
題
に
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
通
し
た
環
境
負
荷
低
減
経
営

の
更
な
る
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
改
め
て
環
境

へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

㈱プリテックでは廃棄物を他の原料に

生ゴミ処理工場を見学

七
月
十
八
日
に
は
福
井
県
北
部
が
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
五
市
町

に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

福
井
県
の
商
工
会
が
大
被
害

福
井
県
の
商
工
会
が
大
被
害
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研修会

Report
鳥取・秋田の取組みを聴く鳥取・秋田の取組みを聴く

商工会組織再編について研究商工会組織再編について研究
－広域体制・合併は目的でなく手段－
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富
山
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
商
工
会
組
織
再
編
推
進
の
研
究
事
業

と
し
て
「
商
工
会
の
広
域
連
携
・
合
併
を
考
え
る
研
修
会
」
を
八
月
三

日
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
事
務
局
長
、
経

営
指
導
員
が
出
席
し
て
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
山
本
専
務
理
事
よ
り
「
こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
通
し

て
周
り
の
情
勢
を
見
な
が
ら
将
来
の
富
山
県
ら
し
い
姿
を
選
択
し
決
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
事
務
局
長
穐
田
誠
一
郎
氏
か

ら
広
域
連
携
に
つ
い
て
、
秋
田
商
工
会
連
合
会
事
務
局
次
長　

佐
々
木

義
文
氏
、
秋
田
県
の
象
潟
金
浦
仁
賀
保
商
工
会
事
務
局
長　

畠
山
勝
利

氏
か
ら
合
併
前
後
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
聴
き
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

鳥
取
県
商
工
会
連
合
会
事
務
局
長　

穐
田
誠
一
郎
氏

　

鳥
取
県
に
は　

の
商
工
会
が
あ

３６

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
口
３
千

人
〜
１
万
７
千
人
の
町
村
内
に
あ

っ
て
、
小
規
模
商
工
会
と
し
て
の

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
広

域
体
制
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
感
じ

た
の
は
、
平
成　

年
に
林
中
小
企

１０

業
庁
長
官
と
懇
談
し
た
時
で
、
ア

メ
リ
カ
の
情
勢
を
聞
き
な
が
ら
、

や
が
て
小
規
模
商
工
会
は
体
質
を穐田誠一郎氏

変
え
な
い
と
時
代
に
つ
い
て
い
け

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
７
年
に
補
助
金
が
一
般
財
源

化
さ
れ
、
さ
ら
に
三
位
一
体
改
革

で
は
補
助
金
削
減
対
象
項
目
に
小

規
模
補
助
金
が
挙
げ
ら
れ
、
事
業

予
算
も
費
用
対
効
果
を
も
と
に
補

助
金
を
付
け
る
仕
組
み
へ
と
な
っ

て
き
て
い
た
。

■
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、平
成　
１２

年
広
域
指
導
体
制
を
布
い
た
時
に

三
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。
一
つ
は
、

こ
れ
ま
で
の
相
談
指
導
に
加
え
て

経
営
革
新
、創
業
支
援
、新
分
野
進

出
な
ど
に
よ
り
産
業
再
生
あ
る
い

は
元
気
な
企
業
を
作
る
こ
と
で
あ

っ
て
多
様
な
経
営
支
援
を
確
保
す

る
。
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が

二
つ
目
の
、
地
域
雇
用
の
維
持
・
創

出
に
向
け
た
地
域
貢
献
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
経
済
波
及
効
果
を
考
え
た

場
合
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
限
界
が
あ
り

地
域
の
定
住
、
交
流
を
図
る
た
め

に
商
工
会
へ
求
め
ら
れ
る
の
は
雇

用
の
維
持
創
出
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
三
つ
目
の
会
長
・
役
員
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
商
工

会
づ
く
り
で
は
、
昭
和　

年
に
商

３４

工
会
が
法
制
化
し
補
助
金
の
増
額

と
も
に
職
員
中
心
に
な
っ
て
行
く

組
織
体
制
の
反
省
か
ら
原
点
に
か

え
っ
た
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
た
。

■
職
員
の
意
識
改
革

　

そ
し
て
、
全
県
で
商
工
会
を
九

つ
の
協
議
会
に
分
け
て
、
軸
足
を

経
営
指
導
員
に
お
い
た
経
営
革
新
、

創
業
支
援
、
第
二
創
業
支
援
に
シ

フ
ト
し
た
い
と
考
え
た
。
し
か
し
、

現
場
の
実
情
は
お
世
話
や
代
行
業

務
が
６
割
で
あ
っ
て
、
２
割
そ
こ

そ
こ
が
企
業
指
導
を
し
て
い
る
現

状
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
議
論
を
し

た
結
果
、
補
助
員
を
活
用
す
べ
く

事
務
セ
ン
タ
ー
に
補
助
員
を
集
中

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
余
剰
時

間
を
指
導
員
の
業
務
代
行
に
充
て

た
。
平
成　

年
に
は
職
員
の
意
識

１２

改
革
の
た
め
に
人
事
考
課
制
度
を

と
り
い
れ
る
と
と
も
に
、
平
成　
１４

年
に
は
合
併
問
題
、
資
質
の
向
上

と
時
代
に
対
応
し
た
迅
速
な
経
営

支
援
対
策
を
考
え
て
職
員
の
連
合

会
帰
属
化
を
図
っ
た
。

■
広
域
体
制
は
目
的
達
成
の
手
段

　

九
つ
の
協
議
会
の
中
に
そ
れ
ぞ

れ
幹
事
商
工
会
を
つ
く
り
、
協
議

会
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
ほ
か
要

員
配
置
に
つ
い
て
は
総
枠
を
基
本

に
協
議
会
に
委
ね
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
効
果
と
し
て
①
職
員
の
職

務
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た
。

②
診
断
士
を
取
る
た
め
の
長
期
研

修
が
可
能
に
な
っ
た
。
③
業
務
の

簡
素
化
が
図
ら
れ
た
。
④
記
帳
指

導
業
務
の
水
準
が
上
が
っ
た
。
⑤

ノ
ウ
ハ
ウ
・
情
報
の
共
有
化
が
図

ら
れ
た
。
合
併
体
制
は
整
っ
た
が
、

あ
く
ま
で
広
域
体
制
や
合
併
は
手

段
で
あ
っ
て
、
根
底
に
何
を
見
据

え
て
い
く
か
が
一
番
大
事
な
こ
と
。

公
平
で
凛
と
し
た
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



秋
田
商
工
会
連
合
会
事
務
局
次
長　

佐
々
木
義
文
氏

■
商
工
会
活
性
化
の
た
め
の
合
併

　

結
論
か
ら
言
い
ま
す
。
秋
田
県
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佐々木義文氏

連
の
合
併
支
援
は
三
つ
の
特
徴
を

基
に
現
在
進
行
中
で
す
。
一
つ
は

広
域
方
式
と
合
併
方
式
で
は
合
併

方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
目

は
合
併
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
県

連
独
自
で
策
定
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
三
つ
目
は
市
町
村
合
併
よ
り

商
工
会
は
一
日
も
早
く
合
併
を
す

る
。
平
成　

年
度
か
ら
５
年
計
画

１２

で
進
め
て
お
り
今
年
が
最
終
年
と

な
っ
て
い
る
。
合
併
目
的
は
、
①

商
工
会
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
②

体
力
が
低
下
し
て
い
る
中
、
商
工

会
活
性
化
の
た
め
の
合
併
で
あ
る
。

商
工
会
の
三
本
柱
、
組
織
（
人
）・

事
業
（
物
）・
財
政
（
金
）
が
ど
れ

も
折
れ
そ
う
な
危
機
感
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
目
的
を
も
っ
て
合

併
を
選
択
し
た
。

■
市
町
村
合
併
に
先
駆
け
て
合
併

　

商
工
会
を
合
併
さ
せ
て
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
手
段
で
あ
っ
た
。

切
っ
掛
け
は
平
成　

年
に
ア
ン
ケ

１０

ー
ト
調
査
し
た
際
に
「
一
商
工
会

で
解
決
で
き
な
い
問
題
が
多
す
ぎ

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
広
域

的
対
応
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
会

員
ニ
ー
ズ
は
専
門
化
高
度
化
し
、

従
来
の
指
導
体
制
で
は
会
員
は
納

得
し
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
役
職

員
で
検
討
し
こ
の
ま
ま
で
は
商
工

会
が
な
く
な
る
と
判
断
し
て
合
併

を
決
め
た
。
そ
の
た
め
に
は
市
町

村
合
併
に
先
駆
け
て
商
工
会
合
併

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
組
織
面
か

ら
３
年
間
で
会
員
数
が
千
事
業
所

減
少
し
、
経
営
指
導
員
１
人
地
区

（　

商
工
会
）
の
解
消
が
求
め
ら

１２
れ
、
財
政
面
で
は
平
成　

年
度
の

１５

単
年
度
収
支
計
算
で　

商
工
会
が

２６

赤
字
と
な
っ
た
こ
と
も
要
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

市
町
村
合
併
前
に
合
併
を
進
め

る
理
由
は
、
市
町
村
合
併
が
行
わ

れ
る
と
新
市
建
設
計
画
が
作
ら
れ
、

そ
の
前
に
商
工
会
が
合
併
し
新
市

に
な
っ
て
も
５
年
、　

年
計
画
に

１０

乗
れ
る
体
制
を
一
日
も
早
く
確
立

す
る
こ
と
で
財
政
支
援
が
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
方
式
を
採
っ
た
の

は
、
法
人
格
は
対
外
的
信
用
が
得

ら
れ
、
事
務
局
体
制
は
専
門
性
の

あ
る
経
営
指
導
員
を
配
置
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
市
町
村
合
併
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
ね
じ
れ
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
飛
地
合
併
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
市
地
区
に
あ
る
商
工

会
が
他
の
隣
接
商
工
会
と
合
併
を

模
索
す
る
動
き
が
あ
る
。

■
ビ
ジ
ョ
ン
を
前
提
に
合
併

　

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か

と
聞
か
れ
た
時
の
私
の
答
え
は
、

合
併
し
た
場
合
と
し
な
か
っ
た
場

合
の
５
年
後　

年
後
に
明
ら
か
に

１０

商
工
会
運
営
に
差
が
で
て
く
る
。

そ
の
差
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
さ

ら
に
合
併
は
目
的
で
は
な
く
、
２

つ
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
り
合
併
そ
の
も
の
に
は

メ
リ
ッ
ト
は
で
ま
せ
ん
が
、
合
併

の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
メ
リ
ッ

ト
に
繋
が
っ
て
行
く
。

　

合
併
推
進
の
流
れ
は
、
特
に
ビ

ジ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
ビ
ジ
ョ
ン

が
な
い
と
地
域
振
興
計
画
に
入
れ

な
い
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
前
提
に

合
併
が
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



象
潟
金
浦
仁
賀
保
商
工
会
事
務
局
長　

畠
山
勝
利
氏

　

昨
年
４
月
に
３
町
、 
象  
潟 
町
・

き
さ 
か
た

 
金  
浦 
町
・ 
仁  
賀  
保 
町
の
商
工
会
が

こ
の 
う
ら 

に 

か 

ほ

合
併
し
て
、
象
潟
金
浦
仁
賀
保
商

工
会
が
誕
生
し
た
。
名
前
は
行
政

が
合
併
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
も

の
。
３
町
で
人
口
約
３
万
人
。
経

済
的
に
は
仁
賀
保
町
が
Ｔ
Ｄ
Ｋ
発

祥
の
地
で
あ
り
関
連
工
場
が
多
い
。

３
町
は
今
年
３
月
に
合
併
予
定
で

あ
っ
た
が
町
名
、
庁
舎
位
置
等
の

問
題
で
中
断
し
て
い
る
。

■
合
併
は
会
員
の
満
足
度
を
高
め

る
手
段

　

合
併
経
緯
は
、
商
工
会
は
改
革

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
た
時
、
秋
田
県
連
の
「
合
併
は

会
員
の
役
に
立
ち
会
員
の
満
足
度

を
高
め
る
手
段
」
で
あ
る
と
の
方

針
を
踏
ま
え
て
合
併
に
取
り
組
ん

だ
。
平
成
９
年　

月
に
３
商
工
会

１２

が
町
へ
陳
情
、
平
成　

年
３
月
に

１３

３
町
正
副
会
長
会
議
、
平
成　

年
１５

４
月
に
合
併
調
印
を
し
た
。

　

合
併
に
よ
る
指
導
体
制
の
強
化

で
は
、
会
員
ニ
ー
ズ
を
知
る
た
め

に
職
員
の
巡
回
指
導
が
一
番
と
位

置
づ
け
、
合
併
に
よ
り
職
員
数
が

増
え
た
分
、
業
務
の
改
善
を
図
り

職
員
が
動
け
る
状
態
を
作
っ
た
。

財
政
基
盤
強
化
で
は
、
補
助
金
が

削
減
さ
れ
る
中
、
安
定
し
た
事
業

運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
も
自
己

財
源
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
経
費

削
減
の
面
で
は
、
管
理
費
や
地
域

振
興
事
業
を
共
同
で
行
い
約
４
千

万
円
が
削
減
さ
れ
た
。
組
織
強
化

で
は
、
会
員
数
の
減
少
す
る
中
で

組
織
の
勢
い
が
な
く
な
る
た
め
合

併
に
よ
り
会
員
の
力
を
結
集
し
て

問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
成

果
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

■
三
つ
の
合
併
成
功
最
重
要
課
題

　

合
併
成
功
の
た
め
の
最
重
要
課

題
は
、
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
事

務
局
体
制
が
整
っ
て
も
職
員
の
意

識
改
革
が
な
さ
れ
な
い
と
効
果
が

発
揮
さ
れ
な
い
。
職
員
の
意
識
改

革
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
指
導

内
容
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
会
員
の
一
体
感
を
構
築
す

る
と
共
に
、
行
政
と
商
工
会
が
連

携
強
化
し
商
工
振
興
と
合
併
を
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

　

本
年
度
は
、
後
継
者
人
材
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
、
地
域
密
着
型
経
営

革
新
推
進
事
業
、
商
店
街
等
競
争

力
強
化
事
業
を
実
施
中
。
合
併
で

こ
れ
だ
け
で
き
る
。

畠山勝利氏
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技能五輪銀賞の後継者�

丸池正義�

（有）マルイケエルカンパニー（下村）�

技術力をいかしアプローチ・塀の施工�

わ
か
り
や
す
い
プ
ラ
ン
提
案�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
粧
材
に
よ
る
施
工�

技
能
向
上
に
他
県
へ
派
遣�

　
（有）
マ
ル
イ
ケ
エ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
は
、タ

イ
ル
工
事
専
門
と

し
た
個
人
経
営

十
二
年
を
経
て
平

成
十
四
年
八
月
に

法
人
化
し
ま
し
た
。

近
年
職
人
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い

る
為
、若
い
人
材
の
育
成
に
努
力

を
し
て
、昨
年
社
員
の
丸
池
正
義

が
全
国
技
能
五
輪
新
潟
大
会
タ

イ
ル
部
門
に
お
い
て
銀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。�

　
現
在
は
タ
イ
ル
工
事
の
み
な
ら
ず
、

ブ
ロ
ッ
ク
技
能
士
の
資
格
等
を
取

得
し
た
り
、３
Ｄ
を
使
っ
て
外
構
図

面
を
作
成
し
、お
客
様
に
わ
か
り

や
す
く
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た
り
、ブ

ロ
ッ
ク
・
レ
ン
ガ・
石
工
事
、門
扉
・
塀
・

フ
ェ
ン
ス
・
カ
ー
ポ
ー
ト
工
事
も
行
っ

て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、（株）
神
戸
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

社
の
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
グ
ラ

ン
ド
イ
ン
プ
ル
ー
ブ
と
い
う
、新
設
・

既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
舗
装
の
上
に

色
の
つ
い
た
粉
と
型
紙
を
使
い
、石

や
レ
ン
ガ
に
似
せ
て
施
工
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
化
粧
材
の
北
陸
唯
一
の
取

扱
店
に
な
っ
て
い
ま
す
。
類
似
品
は

他
に
も
あ
り
ま
す
が
、当
社
で
は

自
信
を
持
っ
て
施
工
し
て
い
ま
す
。�

　
タ
イ
ル
工
事
部
門
で
は
、技
能
の

能
力
向
上
の
た
め
、新
潟
、長
野
、

東
京
な
ど
他
県
に
も
従
業
員
を
派�

遣
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
ア
ー
ト
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
な
ど
の
事
業
拡
大
を
進
め
、お

客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、従
業
員
共
々

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

��
お
客
様
に
満
足
の
仕
事
を�

　
新
規
高
等
学
校
学
卒
者
の
就

職
に
向
け
て
、富
山
県
高
等
学
校

協
会
長
中
山
慶
一
氏
他
五
名
が
八

月
六
日
、県
連
合
会
を
訪
れ
石
澤

県
連
会
長
へ
高
校
卒
業
者
の
採
用

に
関
す
る
要
望
書
並
び
に
富
山
県

知
事
、富
山
労
働
局
長
連
名
の
採

用
拡
大
要
望
書
、富
山
県
教
育
委

員
会
教
育
長
か
ら
採
用
枠
確
保
の

要
望
書
が
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
。�

　
今
年
も
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、

来
春
本
県
の
県
立
及
び
私
立
高
等

学
校
の
卒
業
予
定
者
は
約
一
万
五

百
名
余
り
で
、こ
の
内
約
十
五
％
の

若
者
が
就
職
を
希
望
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
山
本
専
務
理
事
が
応
対
し
、要

望
書
で
は「
高
校
生
の
雇
用
枠
拡
大
・

確
保
」「
女
子
生
徒
の
積
極
的
な

採
用
」「
障

害
者
雇
用
の

促
進
」
ま
た
、

採
用
に
あ
た

っ
て
公
正
な

採
用
選
考
の

お
願
い
が
あ

っ
た
。�
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�
　
八
尾
町
商
工
会
青
年
部
と
富
山

市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
実
行
委
員
会

と
す
る
「
２
０
０
４
や
つ
お
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
」が
八
月
八
日
、八
尾
町
福

島
の
町
民
広
場
周
辺
で
開
催
。�

　
平
成
十
一
年
に「
テ
ク
ノ
カ
ッ
プ
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
と
題
し
て
初
め
て

開
催
し
、当
時
の
参
加
者
ら
の
要

望
を
受
け
て
五
年
ぶ
り
に
復
活
し

て
開
催
し
た
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
経

験
者
の「
ア
ス
リ
ー
ト
」
か
ら
小
学

四
年
か
ら
中
学
ま
で
の「
ジ
ュ
ニ
ア
」、

高
校
生
以
上
の「
一
般
」、「
親
子
ペ
ア
」

の
各
部
門
で
競
技
が
行
わ
れ
た
。�

������������

　
小
矢
部
市
の
源
平
火
牛
ま
つ
り

は
七
月
三
十
一
日（
土
）市
内
の
石

動
中
心
商
店
街
を
会
場
に
重
さ
五

百
五
十
キ
ロ
の
わ
ら
製
の
牛
を
引

く
「
火
牛
の
計
レ
ー
ス
」
を
は
じ
め

倶
利
伽
羅
合
戦
の
木
曾
義
仲
に
ち

な
む
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
見
物
客

を
楽
し
ま
せ
た
。�

　
レ
ー
ス
は
往
復
二
百
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
台
車
に
付
け
た
高
さ
二
・

五
メ
ー
ト
ル
あ
る
特
大
の
牛
を
使
っ

て
競
争
し
、商
店
街
を
駆
け
抜
け
た
。�

　
又
、街
角
サ
ロ
ン「
ふ
れ
あ
い
」で

は
ス
タ
ッ
フ
が
屋
台
村
を
オ
ー
プ
ン

し
て
賑
わ
っ
た
。�

　
空
き
店
舗
施
設
街
か
ど
サ
ロ
ン「
よ�

っ
て
か
れ
家
」
と
大
山
町
中
央
商
店

街
が
共
同
で
八
月
二
十
二
日（
日
）�

に
、ど
ん
と
こ
い
！
夏
祭
り
を
開
催
。

よ
っ
て
か
れ
家
を
利
用
し
て
、カ
ラ

オ
ケ
・
民
謡
・
手
芸
品
等
の
教
室
を

開
催
し
て
い
る
グ
ル
ー
ブ
が
、そ
れ

ぞ
れ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
餅
つ
き
大

会
等
に
協
力
し
て
夏
祭
り
を
盛
上

げ
る
。一
方
、商
店
街
で
は「
ウ
エ
イ

ノ
」の
公
演
や
お
か
み
さ
ん
会
が
盆

踊
り
な
ど
を
行
う
。
商
工
会
で
は
、

施
設
利
用
者
と
商
店
街
の
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
、今
回
の
夏
祭
り

の
成
果
を
期
待
し
て
い
る
。�

　
猛
暑
襲
来
の
今
年
、「
夏
ま
つ
り
」

は
盛
ん
で
あ
っ
た
。そ
こ
に
は
、い
っ

き
に
不
況
感
が
消
え
た
感
が
あ
る
。�

　
そ
れ
に
し
て
も
、小
規
模
企
業

か
ら
も
不
況
を
訴
え
る
声
が
聞

か
れ
な
く
な
っ
た
の
は
不
思
議
で

あ
る
。�

　
苦
し
い
と

言
わ
れ
て
い

た
経
営
だ
が
、

特
別
に
、時
代
に
対
応
す
る
取
り

組
み
が
有
っ
た
と
も
思
え
な
い
企

業
で
も
、深
刻
な
不
況
の
話
は
少

な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
の
で
あ

る
。�

　
景
気
は「
気
の
も
の
」「
季
節
感

も
の
」と
、よ
く
言
わ
れ
る
。確
か
に
、

経
済
指
標
は
絶
好
調
に
変
化
を
し

て
い
る
。
季
節
商
品
は
売
れ
、デ
ジ
タ

ル
家
電
は
人
気
を
集
め
、レ
ジ
ャ
ー
は

盛
ん
で
あ
る
。そ
し
て
、祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
に
集
ま
る
人
は
元
気
が
良
く
な

っ
た
。�

　
小
規
模
企
業
の
今
ま
で
の
不
況

対
策
は
、体
質
の
改
善
よ
り
も
「
資

金
繰
り
だ
け
に
注
意
を
し
て
き
た
」

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。�

　
そ
う
し
た
成
り
行
き
任
せ
の
企

業
が
、「
経
済
環
境
が
好
転
し
て

き
た
」
と
い
う
情
報
だ
け
で
、収

益
の
向
上
を
置
き
去
り
に
し
て
、

世
間
並
み
？
に
安
心
を
し
て
し

ま
っ
て
良
い
も
の
だ
ろ
う
か
。�

　
実
は
、こ
れ
か
ら
心
配
さ
れ
る

の
は
「
金

利
の
上
昇
」

の
動
き
で

あ
る
。
こ

の
対
策
へ
の
緊
張
感
が
必
要
で
あ

る
。企
業
の
安
全
の
た
め
に
、資
金

を
借
り
る
対
策
か
ら
逆
に
、「
返

え
す
対
策
が
重
要
」に
な
っ
て
く

る
の
が
、不
況
の
脱
出
後
な
の
で

あ
る
。�

わら製の牛を引く「火牛の計レース」�

気温35度の酷暑の中、自転車に挑戦�

7
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八尾町商工会 

経営指導員　田 代 忠 之

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

観
光
客
百
万
人
の

ま
ち
を
目
指
し
て

　

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行

以
来
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
機
関
で
あ
る
本
会

で
は
「
観
光
商
業
の
推
進
」
を
テ

ー
マ
に
、
年
間
を
通
し
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。特
に「
坂

の
ま
ち
ア
ー
ト
」
は
「
野
の
花
展
」

等
の
地
域
住
民
参
加
型
の
取
組
み

の
成
果
に
よ
り
、
今
で
は
３
万
人

超
の
来
街
者
が
訪
れ
る
秋
の
風
物

詩
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
手
の

し
ご
と
市
」
は
地
域
に
密
着
し
た

職
人
に
着

目
し
、
生

活
文
化
を

経
済
効
果

へ
と
結
ぶ

イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
冬
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
富
山
県
の
三
大

民
謡
「
麦
屋
」「
こ
き
り
こ
」

「
お
わ
ら
」
を
一
堂
に
鑑
賞
で

き
る「
越
中
民
謡
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
し
て
定
着
さ
せ
、「
食
談
議
」

で
は
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
分
科
会
的
存
在
と
し
て
多

種
多
様
な
人
が
議
論
を
交
わ
す

場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

伝
統
文
化
を
観
光
産
業
に

　

昨
年
は
、「
伝
統
文
化
と
い
う
財

産
」
を
「
観
光
と
い
う
産
業
」
に

活
か
し
、「
観
光
客
百
万
人
」
を
目

指
す
べ
く
、
日
本
の
観
光
振
興
の

指
導
的
立
場
に
あ
る
方
々
を
招
い

て
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
継
続
的
な
活
動
の

結
果
、
従
来
四
〇
万
人
程
度
で
推

移
し
て
い
た
年
間
観
光
客
数
が
、

昨
年
度
は
七
〇
万
人
に
到
達
し
、

い
よ
い
よ
年
間
観
光
客
百
万
人
が

視
野
に
入

っ
て
き
た

こ
と
を
実

感
で
き
る

よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
金
沢
美
大
と
連
携
し
た
ア
ー
ト
展

　

今
年
度
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
向
上
を
目
指
し
て
、
女
性
部
に

よ
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
む
他
、「
ア
ー
ト
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
更
な
る
推
進
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
越
中

八
尾
駅
前

地
区
に
お

い
て
金
沢

美
術
工
芸

大
学
と
連

携
し
て
滞

在
型
創
作
活
動
に
よ
る
ア
ー
ト
展

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

駅
を
基
点
に
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
駅
を
核
と
し
た
福
島
地

区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形

成
事
業
を
東
京
大
学
都
市
工
学
研

究
室
と
進
め
て
い
ま
す
が
、
駅
舎

の
改
築
構
想
に
関
し
て
両
大
学
の

共
同
作
業
に
よ
る
プ
ラ
ン
策
定
を

町
か
ら
委
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
、
駅
を
基
点
に
坂
の
ま
ち

へ
連
な
る
伝
統
文
化
の
香
り
漂
う

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

預
託
金
の
返
還
を
受
け
る
場
合

は
、
ゴ
ル
フ
場
に
預
け
て
い
た
金

銭
を
回
収
す
る
に
す
ぎ
ず
、
会
員

と
ゴ
ル
フ
場
と
の
間
に
資
産
の
譲

渡
と
か
貸
付
け
又
は
役
務
の
提
供

と
い
っ
た
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る

訳
で
は
な
い
の
で
、
消
費
税
の
課

税
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ゴ
ル
フ
会
員
権
の
売
買
…

消
費
税
課
税　

　

仲
介
業
者
や
知
人
等
に
ゴ
ル
フ

会
員
権
を
譲
渡
し
た
場
合
は
、
業

者
等
が
会
員
権
を
自
ら
発
行
す
る

も
の
で
な
く
、
そ
の
内
容
は
ゴ
ル

フ
場
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
権

利
の
譲
渡
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で

消
費
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

ゴ
ル
フ
会
員
権
の
課
税

　

Ｑ

�

当
社
（
株
式
会
社
）
は
ゴ

ル
フ
会
員
権
を
所
有
し
て
い
ま
す

が
、
預
託
金
の
措
置
期
間
が
満
了

す
る
こ
と
か
ら
預
託
金
返
還
請
求

権
を
行
使
し
て
預
託
金
を
返
還
し

て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
権
販
売
業
者
に
売
却
す
る

場
合
と
で
は
消
費
税
の
取
り
扱
い

が
異
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
ど
の

よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

ゴ
ル
フ
会
員
権
に
は
、
株

式
形
態
の
も
の
と
、
金
銭
を
一
定

期
間
預
託
す
る
預
託
金
形
態
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
預
託
金
返
還
請
求
に
基
づ
く
も
の

…
消
費
税
対
象
外　

観光まちづくりシンポジウム

手のしごと市

●お問い合せは�

北日本印刷株式会社�
コミュニケーション支援企業�

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820（代）�
URL　http://www.knpkk.co.jp/　E-mai l　info@knpkk.co.jp

ＪＲ越中八尾駅
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 新 　 川 　 荘 
にい かわ そう

TEL０７６５－６２－１１３９

��
��お泊

りは

�
研研
修
の
ご
案
内

修
の
ご
案
内

富
山
県
中
小
企
業
大
学

【
第
一
線
営
業
社
員
の
実
践
力
強

化
】

▽
定
員　

人
▽
期
日
・
場
所　

月

３０

１０

１
日�
〜
２
日�
（
１
泊
２
日
）

呉
羽
ハ
イ
ツ
▽
受
講
料
１
万
５
千

円
▽
締
切
り
９
月　

日�
２４

【
財
務
分
析
を
利
用
し
た
経
営
管

理
】

▽
定
員　

名
▽
期
日
・
場
所　

月

３０

１０

５
日�
〜
６
日�
・　

日�
〜　

１２

１３

日�
・　

日�
〜　

日�
　
６
日
間　
、

１９

２０

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
▽
受
講

料
１
万
３
千
２
百
円
▽
締
切
り
９

月　

日�
２８

【
管
理
者
の
役
割
と
能
力
開
発
】

　

《
申
込
先
》

富
山
県
商
工
連
合
会
・
研
修
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
―
４
４
１
―
２
７
１
６

h
ttp
://w

w
w
.s
h
o
ko
re
n
to
ya
m
a
.o

 
   
    
 
 
  
 
 
  
  
 
‐  
  
 
 
  

r.jp
/̃d
a
ig
a
ku
/

    
   
 
  
 
  
 

�
富
山
県
新
世
紀
産
業

機
構
研
修
日
程

【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
内
部
監
査
員

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
定
員　

名
▽
期
日
・
場
所　

月

３０

１０

６
日�
〜
７
日�
　
２
日
間　
・
富
山

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
受
講
料
２

千
円
▽
締
切
り
定
員
に
な
り
次
第

【
技
術
管
理
者
・
生
産
現
場
改
善

の
進
め
方
】

▽
定
員　

名
▽
期
日
・
場
所　

月

３０

１０

　

日�
〜　

日�
　
２
日
間　
・
富
山

２０

２１

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
受
講
料
３

千
円
▽
締
切
り
定
員
に
な
り
次
第

【
環
境
管
理
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
・
監
査
制
度
対
応
講
習
会
】

▽
定
員　

名
▽
期
日
・
場
所
９
月

６０

　

日�
・
富
山
技
術
交
流
セ
ン
タ

２８ー
▽
受
講
料
無
料
▽
締
切
り
定
員

に
な
り
次
第

　

《
申
込
先
》

富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
―
４
４
４
―
５
６
０
６

h
ttp
://w

w
w
.to
n
io
.o
r.jp
/jin
za
i/in
d

 
   
    
 
 
   
 
  
  
    
    
  
    
 

e
x0
6
_1
.h
tm
l

 
  
 
  
  
  
 

　この制度は、中小企業者が製造又は販

売した製品や行った仕事が原因で、他人

の生命や身体を害するような人身事故や、

他人の物を壊したような物損事故により、

中小企業者が被る法律上の損害賠償金や

訴訟費用に対して、保険金をお支払いす

るものです。

　加入タイプは、お支払い限度額により

４タイプ（５０００万円、１億円、２億円、

３億円）からお選びできます。保険料は、

業種・前年度販売高等により算出されま

す。

　詳しくは、商工会へお問い合わせ下さ

い。

中小企業
ＰＬ（製造物責任）

保険制度

全国商工会経営者休業補償制度
●就業中・業務外を問わず、病気・ケガによる月々の所得を補
償する制度です。
●保険料は、一般加入より　５２％割安　です。
●最長１年間の長期補償です。
●ご加入者全員に健康・介護相談サービスを無料でご提供いた
します。

●自宅療養も補償いたします。
引受保険会社：㈱損害保険ジャパン

国民生活金融公庫等の　　
　　　　　貸付金利が改定

　国民生活金融公庫及び中小企業金融公庫の基準

金利（設備資金・貸付期間１０年以内の場合）は、

平成１６年８月１１日以降の貸付けから１．７５％（改定

前１．８％）に引き下げられました。

　主な金利は、次の通り。

金　利名　　　称金　利名　　　称

１．４５％経営改善貸付１．７５％普通貸付　運転

１．７５％緊急返済特別貸付１．７５％普通貸付　設備

０．８５％

～
食品貸付※

０．８５％

～
経営革新貸付※

１．６５％
国の教育ローン

（教育資金貸付）

０．８５％

～

１．７５％

新企業育成貸付※

※の融資制度は、お使いみちによって異なる利率が適用さ
れます。

▽
定
員　

名
▽
期
日
・
場
所　

月

３０

１０

　

日�
〜　

日�
・　

月
９
日�

２６

２７

１１

〜　

日�
・　

日�
〜　

日�
　
６

１０

１６

１７

日
間　
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
１
万
３
千
２
百
円
▽
締

切
り　

月　

日�

１０

１９

事 務 所 / 富山市山室荒屋５１４　第二スタジオ / 富山市針原中町
第一スタジオ / 富山市五福新町
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イベント名�
おわら風の盆�
稚児舞�
市の里ふくの昼市�
まほろば夕市�
１１トコとなみ野再発見！�
城端むぎや祭り�
寺のまちアートｉｎいなみ２００４�
市姫さんど�
とやま舞台芸術祭利賀２００４�
越中おわら宇奈月編仲秋の部�
第２１回中田かかし祭�
つくりもんまつり�
天湖森フェスティバル�
庄川なんでも市�

日　時�
９／１（水）～３（金）�
９／４（土）�
９／４（土）１０：００～１４：００�
９／４（土）１６：００～１９：００�
９／１２（日）１０：００～１６：００�
９／１８（土）～１９（日）�
９／１８（土）～２０（月）�
９／１９（日）�
９／１９（日）・９／２６（日）�
９／２０（月）～２６（日）�
９／２３（木）～２６（日）�
９／２３（木）～２４（金）�
９／２６（日）�
９／２６（日）９：００～１３：００�

お問い合せ先�
八尾町商工会�
下村商工会　�
福野町商工会�
立山町商工会�
井波町商工会�
城端町商工会�
寺のまちアートｉｎいなみ実行委員会�
上市町商工会�
（財）舞台芸術財団演劇人会議�
宇奈月温泉観光協会�
中田かかし祭運営協議会�
福岡町商工会�
細入村観光協会�
庄川町商工会�

　076-455-3181�
　0766-59-2325�
　0763-22-2536�
　076-463-1221�
　0763-82-0184�
　0763-62-2163�
　0763-82-0184�
　076-472-0716�
　0763-68-2356�
　0765-62-1515�
　0766-36-0246�
　0766-64-3088�
　076-485-9003�
　0763-82-1155

　
十
九
日
、二
十
六
日
の
二
日
間
利

賀
芸
術
公
園
に
お
い
て
開
催
す
る
。

十
九
日（
日
）は
、洋
舞
公
演
で
、可

西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、プ
ラ
ハ
芸
術

大
学
に
よ
る
パ
ン
ト
マ
イ
ム
公
演
と

可
西
舞
踊
研
究
所
と
の
共
同
製
作

公
演
が
行
わ
れ
る
。�

　
二
十
六
日（
日
）は
、演
劇
・
新
作

義
太
夫
公
演
で
、船
木
幸
人
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
、プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ・
ス
タ
ジ
オ
・

デ
フ
レ
ツ
ェ
ン
に
よ
る「
夜
の
来
訪
者
」

及
び
新
作
義
太
夫
「
貧
乏
神
と
福

の
神
」公
演
が
あ
る
。�

　
九
月
二
十
日（
月
）〜
二
十
六
日

（
日
）の
一
週
間
、観
光
客
の
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
。
　
　
　

　
町
内
該
当
地
区
に
ぼ
ん
ぼ
り
を

配
置
す
る
な
ど
し
て
宇
奈
月
温
泉

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
当
日

は
中
央
通
り
特
設
会
場
に
お
い
て
、

午
後
八
時
〜
踊
り
方
教
室
、九
時

〜
街
流
し
を
商
工
会
青
年
部
、女

性
部
、宇
奈
月
保
育
所
な
ど
が
参

加
協
力
す
る
。
実
行
委
員
会
で
は

出
演
団
体
を
募
集
し
て
い
る
。�

�

　
二
十
三
日（
祝
）〜
二
十
六
日（
日
）、

中
田
商
店
街
・
中
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー「
ア
ロ
ー
」・
中
田
公
園
を
会

場
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
二
百
体
あ
ま
り

の「
か
か
し
」を
展
示
す
る
。�

　
祭
の「
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
」で
は
、

一
般
の
部
、団
体
の
部
、子
供
の
部
に

分
け
て
審
査
が
行
わ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ

一
体
に
は
七
万
円
の
賞
金
が
も
ら
え

る
他
、多
く
の
特
別
賞
も
設
け
ら

れ
て
い
る
。
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
、よ
さ
こ
い
、か
か
し

音
頭
街
流
し
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。�

��

�

躍動感あふれる演技�

世相が一目で分かるかかし�

情緒漂う街流し�
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